
技能労務職員等の給与等の見直しに向けた取組方針 

 
 
 平成１９年７月６日付け総行給第６１号及び総財公第９７号総務省自治行政局公務員部

長及び総務省大臣官房審議官（公営企業担当）通知「技能労務職員等の給与等の総合的な

点検の実施」を踏まえ、当市の取組方針を次のとおり策定しました。 
 
 
○ 基本的な考え方 

 技能労務職員の給与等については、国及び県内他市の状況並びに地域の民間給与と比較

しながら、その制度・運用の適正化を図る。 
 また、技能労務職員については、原則として退職不補充とすることとし、民間委託の推

進等を行い、総人件費の抑制を図る。 
 
 
○ 具体的な取組内容 

① 給料表 
平成１８年の給与構造見直しの実施により、給料水準の平均４．８%引き下げを行って
いる。 

② 昇給 
平成１８年度から５５歳昇給抑制を行っている。 

③ 諸手当 
次の手当について改正を行っている。（平成１９年度実施） 
・ 通勤手当 自動車等を使用する場合の距離区分及び支給額の改正 
・ 住居手当 自己の所有する住宅の場合の支給額の改正 
・ 扶養手当 子等の支給額の改正 
・ 特殊勤務手当の見直し 特殊自動車等運転業務手当、現場作業手当及び犬、猫へい

死体処理手当の廃止 
・ 期末手当 支給月数の引下げ 

 
 
○ その他（民間委託の推進、事務・事業の見直し等） 

・平成１４年度から技能労務職については退職不補充としている。 
・平成２０年度から病院医療局栄養科の調理業務について民間委託を実施する。 
・平成２０年度から病院薬局の薬剤補助業務について機械化及び一部業務委託を実施する。

・平成２０年度から一部の保育園（調理業務を含む。）について民営化を実施する。 
 



 
○ 職員の平均給与月額等の状況（平成１９年４月１日現在） 

公務員 民間 参考

区分 
平均年齢 職員数 平均給料月額

平均給与月額

(Ａ) 

平均給与月額

（国ベース）

対応する民間 

の類似職種 
平均年齢 

平均給与月額

(Ｂ) 
Ａ／Ｂ

十和田市 53.4 歳 60 人 378,220 円 402,733 円 397,762 円 ― ― ― ― 

うち用務員 51.8 歳 31 人 364,045 円 387,069 円 385,189 円 用務員 53.9 歳  227,200 円 1.70

うち自動車運転手 53.0 歳 13 人 377,077 円 424,745 円 398,054 円
自家用乗用自

動車運転者 
49.3 歳  196,800 円 2.16

 

うちその他技能労務職 54.8 歳 16 人 406,613 円 426,448 円 421,883 円 ― ― ― ― 

青森県 46.2 歳 589 人 318,900 円 364,077 円 344,585 円 ― ― ― ― 

国 48.8 歳 5,193 人 287,094 円 ― 320,514 円 ― ― ― ― 

類似団体 48.0 歳 63 人 313,225 円 346,246 円 330,862 円 ― ― ― ― 

 
参考 

年収ベース（試算値）の比較 区分 
公務員 

(Ｃ) 
民間 
(Ｄ) 

Ｃ／Ｄ 

十和田市   6,675,449 円    ―  円     ― 

うち用務員   6,405,920 円  3,284,300 円 1.95 

うち自動車運転手   6,988,468 円   2,554,300 円 2.74 

 

うちその他技能労務職   7,078,340 円    ―   円     ― 

 
※民間データは、賃金構造基本統計調査において公表されているデータを使用しています。 
※技能労務職の職種と民間の職種等の比較にあたり、年齢、業務内容、雇用形態等の点に

おいて完全に一致しているものではありません。 
※年収ベースの「公務員（Ｃ）」及び「民間（Ｄ）」のデータは、それぞれ平均給与額を 
１２倍したものに、公務員においては前年度に支給された期末・勤勉手当、民間において

は前年に支給された年間賞与の額を加えた試算値です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
○ 年齢別職員数の平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成１９年４月１日現在） 

区 分 職員数 平均給料月額 平均給与月額 
１８歳未満    
１８・１９歳    
２０～２３歳    
２４～２７歳    
２８～３１歳    
３２～３５歳    
３６～３９歳    
４０～４３歳     ３人 ２９５，３００円 ３４０，８００円 
４４～４７歳     ７人 ３６６，８００円 ３９９，１００円 
４８～５１歳 １７人 ３８４，６００円 ４１２，６００円 
５２～５５歳     ９人 ３９６，８００円 ４３７，９００円 
５６～５９歳 ２０人 ４１３，６００円 ４２５，９００円 
６０～６３歳     ４人 ２１４，６００円 ２１８，９００円 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

○ 特殊勤務手当の状況（平成１９年４月１日現在） 

支給実績 
（平成１８年度決算） 

                  
２２２千円 

支給職員１人当たり平均支給年額 
（平成１８年度決算） 

             
            ２２，１８３円 

手当の種類（手当数）                 ３ 
手当の種類 主な支給対象職員 主な支給対象事業 左記職員に対する支

給単価 
除雪機の運転業務 日額   ２８０円

特殊自動車等の運転

業務（１１月から翌

年の３月までの期

間） 

日額   ２８０円

特殊自動車等運転業

務手当 
技能技師等 

特殊自動車等の運転

業務（４月から１０

月までの期間） 

日額   ２３０円

現場作業手当 職員 災害現場、高所煩雑

な車道上その他の危

険な現場における作

業 

日額   ２００円

犬、猫へい死体処理

手当 
職員 犬、猫等のへい死体

の処理作業に従事し

た場合 

１回   ３００円

 


